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２． 大竹小・中学校の取組
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Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の実際 Ⅳ中学校授業の実際 Ⅴ 成果と課題



① 無言清掃
② 挨拶
③ 奉仕活動

地域貢献ができる子

組

探究的な学習に
主体的に取り組む子

生徒指導部

① 体力の向上
② 食に関する指導
③ 生活習慣の定着

自らの健康について
考え実践できる子

保健体育部

①ＩＣＴの効果的な活用
②帯タイムでの学力補充
③家庭学習の習慣化，
内容の充実
④読書習慣の充実

基礎学力が定着している子教務部

小中共通

学校教育目標 「みんなで伸びる」

校訓 「敬 愛」

研究主題

「本質的な問いにせまる課題を
主体的に解決しようとする
児童・生徒の育成」
～リフレクションを活用した生活科，
総合的な学習の時間の探究的な
学びを通して～

研究推進部

①探究的な学習につなが
る授業づくり
②「大竹授業スタイル」
による授業改善

③基礎・基本の定着



令和２年度 研究主題

主体的にかかわり合い，深い学びを実現する授業づくり
～見通しをもち，学びをつなげるリフレクションの充実～(小学校)

～対話を通して，学びをつなげるリフレクションの充実～(中学校)

大竹小学校・中学校の児童・生徒の課題

○学んだ知識・技能をもとに思考を深め，生活に活かす力
○単元を超えた学習や，生活場面に関わる「主体性」

○振り返りが主体的にかかわり合う深い学びに結びついていない。

○課題に対して根拠や理由を明確にして説明しようとする意識
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本質的な問いにせまる課題を主体的に
解決しようとする児童・生徒の育成

～リフレクションを活用した生活科，総合的な学習の
時間の探究的な学びを通して～

令和３年度 研究主題

小学校・中学校９年間を見通した 本質的な問い：

大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人に
なるためにはどうしたらよいか

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の実際 Ⅳ中学校授業の実際 Ⅴ 成果と課題





探究的な学習につながる授業づくり 小中合同校内研修

11月19日
授業研究
・６年研究授業

探究的な学習とは
本質的な問いとは

PBL学習とは 単元構想シート
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11月４日
中学公開研
・２年研究授業

10月８日
授業研究
・４年研究授業７月29日

理論研修
・単元計画の見直し６月14日

理論研修
・サテライト研修



単元計画の見直し探究的な学習につながる授業づくり

テーマについて
・各学年の内容
・小中９年間の流れ

活動内容について 他教科・行事等と
の関連について
・・・

育てたい資質能力
との関連について
・・・

カリマネシート 修正

見直し・修正

年間学習計画 修正



大竹小中学校「育てたい資質・能力」探究的な学習につながる授業づくり



ルーブリック評価 小学校探究的な学習につながる授業づくり



ルーブリック評価 中学校探究的な学習につながる授業づくり



ルーブリック評価 小学校 児童との共有探究的な学習につながる授業づくり



ICTの活用探究的な学習につながる授業づくり

一人一台タブレット

写真・動画撮影

ICT担当による講座

ICT通信

授業での活用

オンライン研修・会議 オンラインで行事



授業展開や活動の工夫
４年生 総合的な学習の時間
わたしたちの命を守ろう
～防災への第一歩 「我が家のルールブックづくり」～

Ⅲ小学校授業の実際

さまざまな体験活動を
仕組む

広島県みんなで減災

推進課の方から防災
についての話を聞く

防災リュック作り

災害について調べ

グループ新聞を作成

年間を見通した単元設定を児
童と共有し見通しをもたせる



授業展開や
活動の工夫

４年生 総合的な学習の時間
わたしたちの命を守ろう ～防災への第一歩 「我が家のルールブックづくり」～

Ⅲ小学校授業の実際

非常食の試食

さまざまな体験活動を
仕組む

「我が家のルールブック」を
作成

自分で考えた防災リュックを
持って校区内の防災施設を見学



授業展開や活動の工夫Ⅲ小学校授業の実際

宿泊先へビデオメッセ

ージで依頼

宿泊先からOKの

返事が届く

６年生 総合的な学習の時間
「ザ・紙太鼓！伝統と心を伝えよう」

子供の思いを出発点に
相手意識をもたせる仕掛け

思いを込めてポスター作り

修学旅行先にポスターを持参

ロビーにポスターを
掲示していただく

修学旅行先で

大竹のよさを

県外の人へ伝えたい



授業展開や活動の工夫Ⅲ小学校授業の実際

和紙を使った紙太鼓作り

作曲者から

紙太鼓演奏の指導

６年生 総合的な学習の時間
「ザ・紙太鼓！伝統と心を伝えよう」

おおたけ手すき和紙保存会
の方から紙すきを教わる

地域の人と関わる経験
本物と関わる経験

学習発表会での紙太鼓演奏

感謝の会で気持ちを伝える



リフレクションの効果的な活用Ⅲ小学校授業の実際 思考ツールの活用の工夫

イメージマップ２年生 Yチャート４年生

ピラミッドチャート５年生

✕チャート５年生



リフレクションの効果的な活用

毎時間６年生

リフレクションシートの工夫

年間 4年生

学期３年生

節目ごと２年生

毎時間４年生

学期１年生



授業展開や活動の工夫
２年生 総合的な学習の時間
～大竹市，健康寿命１００歳プロジェクト～

Ⅳ中学校授業の実際

効果的なICTの活用で
より協働的な学びへ

１人１台タブレットで情報収集

大竹市の健康寿命を

１００歳にするため
に何が必要だろう？

グループごとにプレゼン作成

プレゼン資料の掲示



授業展開や活動の工夫
２年生 総合的な学習の時間
～大竹市，健康寿命１００歳プロジェクト～

Ⅳ中学校授業の実際

中間発表
大竹市役所福祉課の方へのプレゼン

大竹市役所福祉課の方から
大竹市の現状説明・プレゼンの評価

外部人材の活用でより専門的で
説得力のあるものへ

高齢者にプロジェクト結果を
伝えるための動画撮影



授業展開や活動の工夫Ⅳ中学校授業の実際

リフレクションシートの活用思考ツールの工夫



小学校
学校評価アンケートより

ICTの活用について
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１学期 96％
２学期 97％

１学期 75％

２学期 88％児童 教職員



小学校
学校評価アンケートより

大竹のよさや課題に
気付く

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

児童 教職員
１学期 91％

２学期 95％

１学期 82％

２学期 100％



小学校
学校評価アンケートより

活動を通して考えを
深める。

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

児童 教職員
１学期 91％

２学期 92％
１学期 82％

２学期 90％



Ⅳ成果と課題

よくあてはまる

57%

ややあてはまる

39%

あまりあてはまらない

4%

Q１大竹市のよい所や課題に
気付くことができた。

生徒アンケートより 「総合的な学習の時間を通して…」

よくあてはまる

60%

ややあてはまる

37%

あまりあてはまらない

3%

Q２自分の考えを深めることができた。

肯定的回答 96％ 肯定的回答 97％



Ⅳ成果と課題 生徒アンケートより 「総合的な学習の時間を通して…」

よくあてはまる

37%

ややあてはまる

40%

あまりあてはまらない

18%

まったくあてはまらない

5%

Q３自分が誰かの役に立っていると感じる
ことができた。

よくあてはまる

61%ややあてはまる

33%

あまりあてはまらない

5%

まったくあてはまらない

1%

Q４タブレットを効果的に活用できた。

肯定的回答 77％ 肯定的回答 94％



職員アンケートより

活動内容の
工夫

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

小学校１学期 75％
２学期 96％

中学校２学期 93％

小学校１学期 70％
２学期 96％

中学校２学期 100％



職員アンケートより

リフレクションの
効果的な活用

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

小学校１学期 74％
２学期 82％

中学校 ２学期 64％

小学校１学期 52％
２学期 85％

中学校 ２学期 57％



《成果》

・ 生活科・総合的な学習の時間を通して，大竹のことについて知ることができ，
仲間と協働することで考えを深めることができたとする児童生徒が増えた。

• 校内研修や小中学校合同校内研修等を実施し授業展開の工夫やリフレクショ
ンの活用等の授業改善に取り組めた。小中教職員で意識統一して、９年間を
見通して子供を育てていく意識を高めることができた。

• 思考ツールやリフレクションシート等の活用で，児童生徒の思考の深まりにつなが
る場面が見られた。リフレクションをするだけにとどまらず，振り返ったことを次の学習
活動につなげ，生かしていける場面が増えてきた。

• さまざまな場面でタブレット等を用いることで，効果的に活用することができるように
なり，児童生徒，教職員双方のICTの活用が進んだ。



《課題》

• ルーブリック評価を取り入れ取組を進めたが，校内全体として十分に活用ができ
ていない状況がある。今後も児童生徒の取組をしっかり見取り，記録していくこと
ができるよう研修を深めていきたい。

• 根拠や理由を明らかにしながら表現する活動に取り組んだ結果，授業場面では
一定の成果が見られた。今後は学んだことを他の教科や生活場面で応用したり
活用したりできるよう高めていきたい。

• 各学年ともに工夫して地域とのつながりを意識した活動を仕組むことができた。一
方で児童生徒が社会に貢献，還元するところまでには高まっていない。

• 児童生徒は一つ一つの活動の意味は理解しているが，先を意識して自ら意欲
的に進めるまでには至っていない。活動の本当の主体が児童生徒となるような探
究的な学習を進めていきたい。



大竹市立大竹中学校区


